
平成 30(2018)年 12 月 25 日 

 

 

ＵＲ賃貸住宅の修繕負担区分の見直しについて 

 

 ＵＲ賃貸住宅において、お客様の居住中に修繕が必要になった場合に、その修繕を誰が負担す

るのか（修繕負担区分）については契約時にお渡しした「修理細目通知書」によって定められて

います。この「修理細目通知書」については、これまでも必要に応じて見直しを行ってきたとこ

ろですが、民法改正、国土交通省の賃貸住宅標準契約書の改定を契機に、賃貸住宅市場における

修繕負担区分の状況について調査を行った結果等を踏まえて検討を行い、今般、以下のとおり見

直すこととしましたのでお知らせいたします。 

 

１ 見直し適用日 

  平成 31 年 1 月 31 日（木） 

同日以降にＵＲ賃貸住宅の契約手続（資格確認）を行った方に見直し後の「修理細目通知書」

をお渡しします。 

２ 見直し後の修理細目通知書（お客様の負担で行っていただく修繕）の内容 

修繕項目 修繕内容 備考 

① 障子紙 張替え  

② ふすま紙 張替え  

③ 畳表 取替え又は裏返し  

④ 畳縁 取替え  

⑤ 備品 
タオル掛け、ペーパーホルダー、帽子掛け、
カーテンランナーの取替え 

カーテンレールは機構負
担 

⑥ 蛇口のパッキン・コマ 取替え 
シングルレバー混合水栓

のパッキン類を除く 

⑦ 風呂場等のゴム栓・鎖 取替え（洗面器、掃除用流し等を含む）  

⑧ 流し排水口のゴム栓・目皿・ごみ受け 取替え（浴室の目皿を含む）  

⑨ グリル皿及び焼網 取替え  

⑩ 電球・蛍光灯管 取替え（ＬＥＤ電球、点灯管等を含む） 機構設置の照明本体除く 

⑪ その他軽微な修繕 
電池、網戸の網、各種エアフィルター、ス
イッチひも等の取替え 

 

※ 上表のお客様の負担で行っていただく修繕項目以外の修繕等については、お客様からの申出により機

構側でその原因や状況を調査し、負担区分・内容を特定した上で修繕等を行うことになります。なお、

お客様の故意・過失、または、善管注意義務違反によって生じた汚破損や住宅の使用に支障がない範囲

の汚損・破損・変色等については、お客様の負担で修繕していただくことになりますので、あらかじめ

ご了承ください。 

※ 修繕等の実施に際し、機構側では家具・家財の移動を行いませんのであらかじめご了承ください。 

※ このお知らせはお客様の居住中の修繕負担区分に関するお知らせです。退去時の原状回復費用の負担

区分の取扱いに関するものではありません。（退去時の原状回復費用の取扱いに変更はありません。） 

３ 既存居住者の皆様（修繕負担区分見直し以前に契約手続をされたお客様）の修繕負担区分 

【「畳床」、「ふすま骨組み（縁・骨）」、「クロス」以外】 

平成 31 年 1 月 31 日以降、見直し後の修繕負担区分で対応いたします。 



【「畳床」、「ふすま骨組み（縁・骨）」、「クロス」】 

○ 継続して 50 年以上お住まいの方 

損耗の著しい「畳床」、「ふすま骨組み（縁・骨）」、「クロス」の修繕等については、一

斉に修繕のお申出をいただいても対応することが困難なことが予想されることから、機

構側の施工体制等が整い次第、継続居住期間が 50 年を超える方から順次個別に通知させ

ていただき、通知を受けられた方からのお申出内容に応じて対応させていただきます。 

○ お住まいの期間が 50 年未満の方 

    上記の 50 年以上お住まいの方の修繕が終了した後、居住期間の長い方から順次通知さ

せていただきます。 

 

以 上  
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項目 内　　　容 項目 内　　　容

1 障子紙 張替え 1
蛇口のパッキン、
コマ

取替え

2 ふすま紙 張替え 2
風呂場等のゴム
栓、鎖

取替え

1 畳表
取替え又は裏
返し

3
台所流し等排水口
のゴム蓋、目皿、
ごみ受け

取替え

2 縁 取替え

厨
房
機
器

グリル皿及び焼網 取替え

備
品
等

備品（タオル掛
け、ペーパーホル
ダー、帽子掛け、
カーテンラン
ナー）

取替え

電
気
設
備

電球、蛍光灯 取替え

そ
の
他

その他軽微な修繕

電池、網戸の
網、各種エア
フィルター、
スイッチひも
等の取替え

※借主の方で設置等した設備・機器等についての修繕に要する費用は借主負担となります。
　（模様替え申請等で機構にご連絡いただいた上で設置等された場合も同様です。）

　　　　　　　　　　修　理　細　目　通　知　書

借主各位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      独立行政法人都市再生機構
　

　都市機構賃貸住宅賃貸借契約書第12条第５項の別に定める修繕は、次のと
おりとします。
　なお、以下の各項目以外の内容においても、借主の故意・過失又は善管注意
義務違反によって生じた破損等の修理・取替え・調整に要する費用、日常的な手
入れ（簡単な手入れ、ビス・ネジ締め、油差し、清掃等）に要する費用は借主負担
となりますのであらかじめご了承ください。また、使用に支障のない範囲の汚
損・破損・変色等については機構負担での修繕は行いません。
 (注)以下の各項目においては、通常損耗・経年変化により必要となった修繕に係る費
用についても借主負担となります。
 (注)団地又は住宅型式によっては、以下の設備等の一部が設置されていない場合があ
ります。その場合、以下による修繕負担区分の適用はありませんので、念のため申し
添えます。

種　　　　　　別 備　考 種　　　　　　別 備　考

カーテンレール
は機構負担

・ＬＥＤ電球、
点灯管等を含む
・機構が設置し
た照明器具本体
は除く

建
具 給

排
水
設
備

シングルレバー
混合水栓のパッ
キン類（カート
リッジ式）を除
く

洗面器、掃除用
流し等を含む

畳

浴室の目皿を含
む
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